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『
大
江
山
絵
詞
』
に
お
け
る
漢
文
学
の
受
容

―
洗
濯
婆
の
最
期
を
め
ぐ
っ
て

白

渓

泉
鏡
花
「
戦
国
新
茶
漬
」
「
紅
玉
」
「
山
吹
」
の

材
源
と
構
想
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宮
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井
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鱒
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受
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析

松
本
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の
生
成
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『
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桃
廼
酒
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周
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河
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瑛
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江
戸
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乱
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「
夢
遊
病
者
彦
太
郎
の
死
」

に
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一
人
二
役
関
係
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歌
子
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試
論

…
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…
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―
「
図
書
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「
産
婆
学
の
暗
記
者
」

を
め
ぐ
っ
て

―
山
根

直
子

金
沢
大
学
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属
図
書
館
蔵

苔
の
衣
』
翻
刻
（
一
）

―
京
都
市
歴
史
資
料
館
蔵

『
苔
の
衣
』
本
文
対
照

―
関
本
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乃

慶
長
五
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十
二
月
二
十
日
和
漢
聯
句
訳
注
（
下
）
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山

和
哉
・
川
﨑
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瑛
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中
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健
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ポ
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ラ
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と
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に
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い
て
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投

稿

規

定

一
、
本
誌
は
、
投
稿
資
格
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
国
語
学
・
国
文
学
に
関
す
る
論
文
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

一
、
投
稿
論
文
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
し
て
四
十
枚
（
本
誌
の
頁
数
で
十
二
頁
）
以
内
と
し
、
こ
れ
を

超
過
し
た
場
合
、
実
費
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
原
稿
の
採
否
は
査
読
委
員
会
が
決
定
い
た
し
ま
す
。
採
否
の
問
合
せ
に
は
お
答
え
し
な
い
こ
と
を
原

則
と
い
た
し
ま
す
。

一
、
掲
載
さ
れ
た
論
文
は
原
則
と
し
て
京
都
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
そ
の
全
文
を
公
開
し
ま
す
。

一
、
原
稿
の
締
切
は
毎
年
二
度
、
七
月
・
一
月
の
末
日
と
し
ま
す
。

一
、
ワ
ー
プ
ロ
を
使
用
し
た
場
合
は
、
ソ
フ
ト
名
（
機
種
）
・
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た
原
稿
枚

数
を
明
示
の
上
、
電
子
媒
体
と
印
字
し
た
原
稿
を
同
封
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
電
子
媒
体
と
印
字

し
た
原
稿
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

一
、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二
枚
程
度
の
要
約
文
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
校
正
は
原
則
と
し
て
再
校
ま
で
と
し
ま
す
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
本
誌
三
部
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
以
上
の
本
誌
・
抜
刷
に
つ
い
て
は
実
費

を
申
し
受
け
ま
す
。

一
、
宛
先
は
以
下
の
通
り
と
し
ま
す
。
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